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１．宇宙開発利用の新たな領域創造への貢献
　従来の宇宙開発においては、推進機にはヒドラジンやキセノンなどの毒性や高圧貯蔵が必要な
推進剤が使用されてきた。しかし、これらの推進剤は、小型衛星の利用拡大において必要不可欠な
安全性や入手性、コスト等の要件を満たすことができず、技術革新が急務となっている。
この課題を解決する新たな可能性として注目されているのが、水を推進剤とした推進機である。
水は毒性がなく低圧で貯蔵可能なため、安全性と取扱い性に優れ、コストも抑えられる。さらに、水
蒸気式エンジン（水レジストジェットスラスタ）と水イオンエンジンを組み合わせることで、軌道遷移
や姿勢制御、多軸方向への推進力、低消費電力という、推進機に対するあらゆるニーズにすべて対
応であり、圧倒的な新規性・独創性を持つ。
　水を推進剤とした推進機の開発は、従来の発想にとらわれない、世界に先駆けた革新的なアイデ
アによる宇宙開発利用の手法・分野の拡大への挑戦である。具体的には、以下の分野への応用が
期待される。 
・小型衛星による低軌道コンステレーションの利用拡大 
　水を推進剤とした推進機は、小型衛星での推進機利用における安全性や入手性を大幅に向上さ
せることができる。これにより、小型衛星の低軌道コンステレーションによる新たなビジネスやサー
ビスの創出が実現される。
・深宇宙探査や宇宙資源利用 
水は、地球上だけでなく宇宙空間にも豊富に存在する可能性がある資源である。水を推進剤とした
推進機の実現は、深宇宙探査や宇宙資源の利用をより効率的かつ経済的に加速させることができる。
　水を推進剤とした推進機は、まだ開発途上ではあるが、その革新的な可能性から、今後の宇宙開
発に大きく貢献することが期待される。
２．宇宙開発利用市場の拡大への貢献
　2023年3月の軌道上作動の成功をきっかけに、グローバルな衛星事業者の中での認知度が高
まっている。また、「水」を用いた推進機・会社自体の信頼性が向上し、製品に関する問い合わせが急
増している。2023 年以前から、海外顧客の獲得のために110件を超える海外のカンファレンスな
どに積極的に参加し、継続的に登壇や新規顧客獲得のためのグローバル市場の需要をヒアリング・
分析してきた。
　2023年には韓国の延世大学との契約を新たに獲得し、その他の非公開契約や商談中の案件も
考慮するとほとんどが海外向けとなる予定である。今後、既に顧客から具体的な話としても聞いて
いる多数の衛星群向けに推進機を安定供給するためには、推進機の量産体制の構築が不可欠であ
る。宇宙産業の最大の難所であり世界を見ても成功例がまだほとんど無い量産体制の構築に向け
て、既に社内に製造専門チームを立ち上げている。量産体制の構築を加速させ、国内外の大型案件
を受注することで、グローバル市場への進出を加速させていく。
また、水蒸気式推進機のさらなる性能向上や、水イオンエンジンや水ホールスラスタ等の新たな
製品開発や市場投入を進め、宇宙開発のさらなる発展に貢献していく。
３．経済・社会の高度化への貢献
　安全保障、防災、気象、環境観測等の情報収集や通信システムの構築に必要不可欠なインフラが
人工衛星であり、これを活用しデータ等を政府や民間企業へ提供することで、国家の安全を守るこ
と、社会機能の維持・向上に繋がる。また、混雑した軌道環境を改善することで、政府や民間企業の
持続的な宇宙空間の活用が可能となる。

　現在、多数の小型衛星が推進機未搭載であり、自由な軌道配置が困難、最適な姿勢維持が困
難、目的を終えた衛星が軌道離脱できない等の課題がある。当社では「水」を推進剤に用いて、推進
機の小型化と低価格化を実現し、衛星製造業者に推進機を提供している。これにより、コンステレー
ションサービスによる社会課題の解決や、持続可能な宇宙環境の保全の実現に貢献する。
　推進機に限らず宇宙関連機器は、一度宇宙に打ち上げてしまうと二度と修理ができないという
特殊性から高品質を要求され、１機あたりの製造・試験に多大な工数をかけてきた。世界でも成功
例が殆ど無い、品質・コスト・納期の適切なバランスの基、宇宙機器を量産・販売するシステムを当
社が確立することで、新たな宇宙産業の事業モデルを体現し、更に大学における研究成果を再現性
と持続性を持って社会課題の解決に繋げることを目指す。
４．技術への貢献
当社は創業以来、研究開発を軸に事業活動を行っており、複数の政府開発委託や補助金等の制

度の支援を受け、最先端の技術を開発し、市場へ投入することで宇宙開発利用に貢献している。
　直近では、NEDO SBIR フェーズ3では宇宙ごみ削減において重要な役割を担う、人工衛星の軌
道離脱及び衝突回避のための超小型水イオンスラスタおよび水ホールスラスタの開発を開始した。
開発成果となる推進機をグローバル市場へ展開し、10-500kg 級という幅広い小型衛星の利用拡
大に向けた宇宙実証機会の検討も並行して進めることで、開発完了から市場投入への期間短縮を
目指す。開発した推進機は、１つの機器で軌道離脱・衝突回避をして宇宙ごみの削減を行うと同時
に、サービス寿命の核となる軌道維持など衛星利用の幅やその可能性を拡げていく。
　他には、NEDOの2023年度第1回「ディープテック･スタートアップ支援基金/ディープテック・ス
タートアップ支援事業」のDMPフェーズ（量産化実証）の実施先として採択され、助成事業「水を推
進剤とする人工衛星用推進機の量産技術の確立」に取り組んでおり、水を推進剤とする人工衛星
用推進機の量産技術確立に向けた研究開発の実施、およびそれに必要な生産設備の導入・運用を
加速させている。
５．国民理解の増進・人材育成への貢献
　海外からも注目される国内トップクラスの宇宙スタートアップ企業を中心に、宇宙港設置に取組
む自治体やアカデミア中心の事業協同組合、JAXA など、宇宙ビジネスに関わる54の企業・団体が
集結する国内最大級の宇宙ビジネス展示会NIHONBASHI SPACE WEEK 2023が東京・日本橋
で開催され、当社も出展およびプレゼンテーションを行った。立地の良さゆえに、300 名近くの来場
数があり、当社ブースに入りきらないほどの盛況ぶりであった。ブースでは来場者に対し、推進機の
役割・重要性や、従来広く使われてきたヒドラジンやキセノンからの脱却が小型衛星の実利用拡大
や持続的な宇宙開発において不可欠であるかを伝え、パートナーとなる企業や採用候補として応募
が増加した。 
また、地域交流や宇宙産業の裾野拡大を目的とし、登壇者として「水を推進剤として用いた小型
衛星用推進機の社会実装に向けた取り組み」について講演した。研究開発拠点の一つである東葛
テクノプラザに入居する宇宙産業以外のスタートアップ企業や、近隣の大学、企業の関係者、各自
治体や商工会議所等の関係者が多く来訪し、交流と成果普及を行った。そして、メディア掲載は年
間合計 100 件近くにのぼっており、主な掲載として NHK の月番組において採掘した水を推進剤
として利用する未来について紹介され、日経産業新聞では50周年の企画として革新的な挑戦をし
ている次の日本を担うスタートアップとして紹介され、「水」を用いた推進機の可能性や衛星利用の
拡大の重要性について広く伝えられている。

１．宇宙開発利用の新たな領域創造への貢献
　SSAシステムでは、レーダーや光学望遠鏡によるスペースデブリの
観測及びデブリの軌道計算／衝突リスクに関する解析／大気圏再突
入予測解析等を行う。
　今回の開発により、観測性能の向上、解析処理性能の向上及び運
用の自動化等を行った。また、国のSSA体制の中核である防衛省との
システム間で様々な情報共有を可能とした。
　JAXAのSSA システムは、単にデブリ観測を行うだけでなく、観測
技術や解析技術等の研究開発を行うものでもあり、今後も研究開発
成果を創出していくことで国のSSA 活動を技術で支えていく。

２．宇宙開発利用市場の拡大への貢献
　SSAシステムを用いたスペースデブリ観測データの提供及び観測・
解析技術の研究開発成果により、宇宙機のスペースデブリ衝突のリス
ク低減、宇宙開発利用の拡大に貢献するとともに、日本のSSA活動の
国際プレゼンス向上の一役を担う。
　また、国のSSA活動として、衛星運用機関に接近リスク情報を提供
しているが、JAXAでは、人工衛星とスペースデブリの衝突回避制御
の計算ツール(RABBIT)を無償で提供することで、軌道上衝突を起こ
させない仕組みを構築した。

３．経済・社会の高度化への貢献
スペースデブリが宇宙機に衝突し、ミッション喪失に至ることで、

我々が享受している様々なサービス（通信/放送/測位/天気/安全保
障/etc）が停止するリスクがあり、その場合の経済・社会への影響は
計り知れない。また、地球近傍の宇宙機は年々増加しており、宇宙機
が抱えるデブリ衝突リスクは更に増大していく。

　SSA活動により、上記リスクの低減に貢献していくとともに、将来的
にはデブリ再突入時の情報把握によって国の危機管理に貢献する
等、国民の安全に寄与していくことが期待できる。

４．技術への貢献
・レーダーシステム
　送受信アンテナの分離、送信電力の増強等により、低軌道帯(約
650㎞)で約10㎝の物体を観測可能とした。また、最大30物体の同時
観測を可能とし、無人運用が可能なシステムとしている。
・光学望遠鏡システム
　広視野かつ高い結像性能を実現した。また、主鏡・副鏡・レンズの
コーティングにより、入射光の減衰を最小限に抑えることで、18等級
の明るさの物体の検出を可能とした。
・解析システム
　デブリの軌道計算、宇宙機とデブリの衝突リスク及回避制御の算
出、再突入予測解析等が行える解析システムを開発した。
　また、政府のSSAに技術で貢献していくため、将来の拡張性を有す
るシステムを構築した。（例：レーダーの未知物体観測/実験観測モー
ド、光学の低軌道観測等）

５．国民理解の増進・人材育成への貢献
　スペースデブリの問題やSSAシステムについて、意義・重要性を広
く国民に伝えるため、多くのイベント、報道、動画配信等を通じて広く
周知を行っている。
　また、スペースデブリだけでなく、人工衛星やロケットが異常となっ
た場合の宇宙機の状況把握に活用することで、国の宇宙活動におけ
る国民への説明、理解を得る手段として貢献を行っていく。

　技術的新規性、独自性が高く今後の飛躍が期待され、将来的に小型衛星に本技術が搭載されていくことで、小型衛星の延命化や安全な廃
棄への貢献が期待できる。
小型衛星の利用拡大において課題となる安全性・取扱性・低コストの３点を解決する水蒸気式推進器を開発し、2023年3月に商用衛星に

搭載して軌道上作動に成功した。技術的に新規性・独創性があり、今後の応用可能性も高いと認められる。

　小型衛星の利用拡大において課題となる安全性・入手性・コストの 3
点を解決する水蒸気式推進機（水レジストジェットスラスタ）を開発し、商
用衛星に搭載し軌道上作動に成功した。本推進機は、安全無毒で取り扱
いやすく、最も豊富で入手性が良い「水」を推進剤としている。このため、
従来の推進機に比べて、衛星の運用・保守・廃棄において大幅な安全性・
取扱い性・低コストの向上を実現した。2023年3月の軌道上作動の成功
を受け、成長市場の需要に答えるため生産技術開発拠点の立ち上げを進
めている。本推進機の開発は、小型衛星の利用拡大に大きく貢献するとと
もに、宇宙開発の持続可能性の向上にも寄与するものである。

　スペースデブリの把握システムを実現するもので、他の事業にはない取り組みであり、JAXAによる国家安全保障への貢献を広く周知する
ためにも受賞されることに意味がある。
　また、防衛省・自衛隊も2023年3月よりSSAシステムの運用を開始しているが、防衛省・自衛隊による同システム整備・運用開始に際して
は、JAXAから技術的・人的サポートを提供した。さらに、JAXAのSSAシステムを介し、防衛省・自衛隊に、JAXAの光学望遠鏡やレーダーの
データの提供がなされており、我が国の宇宙安全保障に重要な役割を果たしている。

　地球近傍のスペースデブリは増加の一途をたどっており、これらによる宇宙機の破壊等のリスクが高まり、宇宙開発利用の大きな問題と
なっている。（画像1）
　本問題への取り組みにおいて、まずスペースデブリの存在、軌道
情報を把握するための“宇宙状況把握（SSA: Space Situational 
Awareness）”が必要不可欠である。
　日本でもSSA活動に取り組む国の体制を構築しており、JAXAは
本活動に貢献するため、これまでの知見を活かしたスペースデブリ
観測・解析のためのシステムを新たに開発した。（画像2）
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画像1：赤道上空から見た
スペースデブリ　　 画像2：JAXAのSSAシステム

JAXA

宇宙状況把握(SSA)システムの開発
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